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水中ロボティクス＆DXカンパニー

UPGRADE with TOKYO 第51回

『水難救助活動における要救助者の迅速な発見・救助』

国産水中ドローンを用いた水難救助現場における探索の迅速化・安全化

株式会社FullDepth
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株式会社FullDepthについて

筑波大学発の水中ドローンメーカ。深海探査技術を起点に、

構造物点検や水難救助現場の「先進の水中デジタル化技術」を社会実装。

2018            2019                       2021                      2022                      2023                     2024

世界初の水中小型ロボットで1000m潜航

SONYと水中3Dカメラの
研究開始

国土交通省

「海のモビリティの利活用に関する実証事業」

NTTと世界初の水中ドローンで

海中完全遠隔無線操作を実現
「DiveUnit300」発売開始

NEDO

「研究開発型スタートアップ支援事業／PCA」

内閣府

AUV戦略PJチーム有識者参加

週刊東洋経済

「すごいベンチャー100」2024年版 掲載

内閣府

「AUV利用実証事業」

国土交通省

「AUV活用した港湾の点検効率化・高度化」
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潜水業務における課題
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潜水業務における課題

③陸上と比べて探査効率が低い

（水濁・GPS利用不可 etc,）

②機材が大きく迅速利用困難

（従来水中ロボットの小型化困難）

①潜水士の人材確保

（民間から顕在化）

3,800

2,600

2017年

ダイバー高齢化
年間約80人減少

2032年

インフラ管理含めた
必要なダイバー人数

潜水士の人数推移（民間）

出典：東京消防庁 水中検索装置
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/ts/soubi/robo/02.html

機体重量

47-50kg

水中検索装置 水中現場の水濁例
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潜水業務における課題

④潜水業務における安全リスク

出典：

国際潜水教育科学研究所

2022年（令和４年） 潜水事故集計

https://journal.jshm.net/lib/2023/582004.pdf

2022年における潜水事故

合計105件
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国産水中ドローンを用いた解決策
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国産水中ドローンを活用した水中探索の迅速化

「小型水中ドローン」と「水中音響マップ生成技術」を組み合わせた、

先進の水中探査技術により、水難救助における水中探索を迅速化

機体重量：15kg

水中ドローンDiveUnit HAYATE                  先進の水中計測技術（音響・映像処理）

×
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要素１：小型×高速航行の国産水中ドローン

重量 ：50kg→15kgに大幅軽量化

航行能力：3ノットに向上
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大型ROVでも困難と言われる、２ノットでの姿勢制御で捜索の再現性を向上

要素２：水中自動姿勢制御による操作サポート機能の充実

DiveUnit HAYATEでも同性能により、操作の容易化を実現。
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要素３：水中音響マップによる効率的な水中探索

人形を用いた水中探査の撮影事例

人形の

設置位置

＜従来＞

・カメラ/目視 ・撮影範囲が

半径1ｍ範囲で視認 データに残らない

＜本技術＞

・音響計測 ・撮影範囲が

半径20m以上を把握 マップで視認可能
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要素４：リアルタイム映像処理で、濁度環境でのカメラ撮影



Confidential

先進の国産水中ドローンDiveUnit HAYATEだから実現できる、

「水中ドローンと潜水士の連携」により、水中救助の高度化を実現。

周辺捜索 重点捜索 発見
ダイバー

救助

・音響マッピングで人影探索

・可能性ある場所を特定

カメラ→

・対象物にドローンを定着

・機体制御/ホバリングを

併用して水流下でも位置保持

・ドローンに付帯する

テザーケーブルに沿って

ダイバーが接近・救助

・可能性ある場所に

アプローチ

・音響＋カメラの両面で

対象を探索

←音響

水難救助による活用イメージ
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本提案の想定効果

水中探査の迅速化における４つの効果

①潜水士チーム到着までの「非潜水士による初期探査」の実現

②機器軽量化/シンプル化による「セッティング時間の短縮」

③先進ソナー探査による目標発見までの「探査時間の短縮」

④遠隔で探査進捗の見える化による「判断時間の短縮」

＋

潜水業務の

安全性向上

（潜水前の環境把握）

潮流ある中での

探査実現

（３ノットでの航行）
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出典：さいたま市 水中探査装置（水中ドローン）取扱い訓練
https://www.city.saitama.lg.jp/sakura/005/003/p119876.html

基礎技術は “さいたま市消防局様” や “海上保安庁様” で活用実績あり

本提案では

AI活用した

水中音響マップの

自動合成技術

✕

水中ドローン

自動運転技術

を新たに掛け合わせて活用

＋
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2026年

1ヶ月目 ：現状の潜水業務視察/課題整理

3ヶ月目 ：基礎技術の現場実証

4ヶ月目：追加技術の開発

10ヶ月目：新技術の実証

12ヶ月目：納品/潜水士との連携演習

スケジュール

役割分担

東京消防庁様

・現状課題の共有

・本技術への評価/FB

・潜水業務への活用検討

㈱FullDepth

・潜水業務における

課題解決技術の開発

・現場実証

・製造/納品/アフターサポート

・機体操作トレーニング
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ご清聴ありがとうございました
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APPENDIX
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ダム管路
農地

陸上養殖 浄水場

火力発電所

取水塔

ダイバー

橋脚

防波堤

テトラポット

着床式洋上風力

浮体式洋上風力

海上養殖

漁礁

定置網

海底データセンター

離島(海底ケーブル)

潮力発電

波力発電
藻場調整

水門

クラゲ

ナガヅエエソ

レアメタル(海底鉱床)

石油プラント
漁礁

観測ブイ

海底火山

石油パイプライン

船底

・橋梁/ダム/港湾/船舶

・発電所
（原子力・火力・水力・洋上風力）

・鉄鋼/石油/化学プラント

・海洋調査

・海上保安

＋

新たに、消防での活用を拡大

活用領域| シリアスな用途/現場で活用拡大



Confidential

国産メーカ活用の利点

先進の水中デジタル化

技術を活用

（音響/カメラのデータ活用）

自動機体制御による

現場作業の再現性向上

（今後は自動運転技術へ発展）

国産ドローン

の信頼性

（製品＋アフター対応）
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DiveUnit KAI DiveUnit300 Lite DiveUnit HAYATE

サイズ H468 ✕ W444 ✕ L827mm H410 ✕ W375 ✕ L640mm H245 ✕ W415 ✕ L960mm

重量 40kg 29kg 15kg

航行速度 最大2ノット 最大1ノット
※オプションで1.3ノットまで拡張可能

最大3ノット

潜航深度 水深300m 水深300m 水深50m
※オプションで水深100mまで拡張可能

稼働時間 4時間 4時間 4時間

DiveUnitシリーズ ラインナップ
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